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  思いかけずに発見された事実の場合は、基本的に非過去形 bayi-na が用いられ、その事実から
過去と関連（事前想定・既存知識）があり、そして話者に認識の変化が起こった場合には過去形 
















 伶艶氏が提出した学位請求論文「モンゴル語の存在動詞に関する形態・統語論的研究       

































4)  存在動詞 bayi- はコピュラ動詞として、名詞・形容詞のテンス、一時性の明示、丁寧表現の
助動詞として使用されている。そしてコピュラ動詞から、さらには形式動詞として接尾辞と
複合し、推量や逆接の用法まで文法化が進んでいる。 
5) 存在動詞の過去形の bayi-ǰai は話者に認識の変化が起こった場合の「眼前事態における発見」、
「思い出し」、「話者自身の知識の修正」に用いられる。 
6) 「意外な情報」を言語化する場合には -ǰai形式が使用され、「一般的な情報」を言語化する場
合には -γad bayi-na形式が使用される。 
 
本研究の特色はモンゴル語母語話者である伶艶氏が、歴史的研究や理論的研究を含む日本語学か
らの研究成果から得られた概念や研究方法に基づきながら、今までに指摘されていないモンゴル語
と日本語の差異について分析を行い一定の成果を出したことと、それに関連するモンゴル語の言語
資料の提示にある。本研究の方法論は、モンゴル語以外のアルタイ型諸言語の存在動詞にも応用で
きる可能性があり、将来的に言語類型論的な貢献も見込めるものである。 
 審査委員から出された意見としては主に次のようなものであった。形態・統語論的研究という論
文タイトルであるが、統語論的な側面の論考が少ないこと、今までに気づかれることのなかった興
味深い言語データの提示がなされていること、対照する際に日本語の分析の枠組みをそのままモン
ゴル語に適用する傾向が見られること、日本語教育への具体的な提案をするまでには至らなかった
ことなどが指摘された。 
審査委員会は、伶艶氏の学位請求論文には若干の課題はあるものの、その研究成果の意義を認め、
博士（文学）の学位を授与するにふさわしい内容であると全員一致での結論とした。 
